
 

立川裕二博士の研究業績概要 

 

 

 

 立川裕二氏はこれまで、素粒子物理学の数理物理学的側面を中心に研究を進めてきた。特

に、超弦理論に関連した重力理論、数理物理および超対称性のある４次元場の理論といった

分野において、世界的にも評価の高い業績をあげてきている。以下、立川氏のあげてきた業

績の中でも特に評価の高いものについて説明する。 

 

 立川氏の研究業績の中でも、超弦理論に関連した場の理論及び数理物理は特に重要な位置

を占めている。特に立川氏は2010年、L.H. Alday 氏、D.Gaiotto 氏とともに、２次元

Liouville 理論の相関関数と４次元超対称ゲージ理論の分配関数が一致することを発見し

た（研究業績リスト[30]）。立川氏らによるこの発見は多くの研究者に大きな驚きをあたえ、

発見者の３名の名前の頭文字を取ってAGT conjectureと呼ばれるに至った。この業績は現在、

数理物理学の新たな分野を切り拓いた重要な成果として多くの研究者に認められ、評価が高

まっている。また、２次元 Liouville 理論の相関関数と４次元超対称ゲージ理論の分配関

数のそれぞれは数学的にも重要な研究対象であるが、それらの間に対応関係があるというこ

とは数学者の間でも認識されていなかった。このため、AGT conjecture 提唱の後、物理学

者だけではなく数学者によっても多くの関連論文が発表されている。立川氏らの業績は物理

学の分野だけでなく、数学の分野にまでインパクトを与える分野横断的なものであるという

ことができる。 

 

 また、超弦理論に関連した重力理論についても重要な業績をあげてきた。特に2007年、立

川氏は、花木氏、大橋氏と共に５次元超重力理論における Einstein-Hilbert 作用に対する

量子補正を議論し、超対称性との整合性を考察することにより、第一次の補正項である曲率

の２乗の項の形を決定した（研究業績リスト[12]）。この業績はゲージ理論と重力理論の対

応関係を調べる上で有用であると同時に、今後超弦理論、重力理論、ゲージ理論の研究を展

開していく上での重要な基礎を与える優れた研究である。この業績により立川氏は、日本物

理学会第１５回論文賞を受賞している。 

 

 以上から分かる通り、立川氏は、現在３２歳と比較的年齢が低いにも関わらず、いわゆる

AGT conjecture の提唱をはじめとして様々な顕著な業績をあげてきており、弦理論分野に

対して重要な貢献を行ってきている。従って、東京大学に赴任した場合は、十分な活躍が期

待できると考える。また、立川氏はこれまで学生や若手研究者との共同研究も数多く行って

きており、大学院生の研究指導についても十分な資質・能力を持っていると考えられる。 
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